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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 4,605 △22.8 △11 ― △106 ― △399 ―
21年3月期第1四半期 5,964 ― △108 ― △233 ― △180 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △6.56 ―
21年3月期第1四半期 △3.31 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 37,548 9,086 23.6 65.82
21年3月期 38,107 9,520 24.5 70.91

（参考） 自己資本  22年3月期第1四半期  8,876百万円 21年3月期  9,318百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
１．上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状況につきまして
は、3ページ「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 
２．22年3月期の配当予想額につきましては、現時点では未定であります。 

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ―
22年3月期 

（予想）
― ― ― ―

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

10,300 △18.7 160 △81.5 △80 ― △90 ― △2.36

通期 20,200 △14.6 690 △49.3 180 △83.1 130 ― △0.02



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】の３．連結業
績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
2．22年3月期の配当予想額につきましては、業績動向等を見極めつつ検討することとしており、配当予想額の開示が可能となった時点で速やかに開示致
します。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 66,024,594株 21年3月期 66,024,594株
② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期 34,459株 21年3月期 33,976株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 65,990,284株 21年3月期第1四半期 65,103,076株



  

  普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。 

  

  

  

  

種類株式の配当の状況

  １株当たり配当金  

 基準日 第１四半期末 第２四半期末  第３四半期末  期末  年間 

  

 Ａ種優先株式 

円 銭  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

 21年３月期 － 0.000 － 14.495 14.495 

 22年３月期 － ──── ──── ────  

22年３月期(予想) ──── 0.000 － 13.630 13.630 

  １株当たり配当金  

 基準日 第１四半期末 第２四半期末  第３四半期末  期末  年間 

  

 Ｂ種優先株式 

円 銭  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

 21年３月期 － 0.000 － 15.745 15.745 

 22年３月期 － ──── ──── ────  

22年３月期(予想) ──── 0.000 － 14.880 14.880 



 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部の業種で景気悪化に底打ちの兆しが見えてきたものの、雇

用情勢や個人消費については依然として厳しい状況が続いており、先行きの不透明さが拭えない状況にありました。

このような状況のもと、当社グループは平成20年度を初年度とする中期経営３ヶ年計画『Advance Plan 2010』に基

づき、収益力の向上と財務体質の強化に努めてまいりましたが、今般、事業の選択と集中の徹底を進め、早期に収益

構造改善をはかるため、ニット生地の生産工場である飯田工場とプリント基板の製造事業を行っている大垣ＥＰ事業

所の操業休止及び人材派遣業からの撤退を決定いたしました。 

 これらの結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は前年同期比13億58百万円減収の46億5百万円、営業損失は11

百万円（前年同期は1億8百万円の営業損失）、経常損失は1億6百万円（前年同期は2億33百万円の経常損失）、四半

期純損失は3億99百万円（前年同期は1億80百万円の四半期純損失）となりました。 

 セグメント別には、繊維事業につきましては、レーヨン部門は平成19年後半から続いていたタイトな需給バランス

に変化がみられました。また、ブラジルの連結子会社においては、営業利益は確保しているものの減益となりまし

た。一方、婦人服部門におきましては、前連結会計年度に経営合理化策を実施したことにより収益が改善されまし

た。この結果、繊維事業全体では前年同期比減収増益となりました。  

 不動産事業につきましては、前年同期比若干の減収減益となりました。 

 電子事業につきましては、プリント基板の受注量が大幅に減少した結果、前年同期比減収減益となりました。 

 その他事業につきましては、当第１四半期連結会計期間中に人材派遣業から撤退したため、前年同期比減収減益と

なりました。 

  

 当第１四半期連結会計期間の総資産は売上債権の減少等により、前連結会計年度末に比べ5億58百万円減少し、375

億48百万円となりました。また、純資産は四半期純損失を計上したこと等により、前連結会計年度末に比べ4億34百

万円減少し、90億86百万円となりました。  

   

 第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成21年5月13日の決算発表時に開示した予想から

修正は行っておりません。なお、同日開示しました緊急対策のうち、飯田工場は平成21年7月31日をもって操業を休

止し、現在休止に伴う特別損失額等の金額を集計中であります。また、大垣ＥＰ事業所につきましては現在労働組合

と協議を進めております。つきましては、金額の開示が可能になった時点で速やかに開示いたします。 

  

 該当事項はありません。  

   

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

   当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

   固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定しているため、当該予算に基づ

く年間償却予定額を期間按分して算定しております。 

③ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

   法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定にあたり加味する加減算項目や税額控除項目を、重

要なものに限定しております。 

  

  該当事項はありません。   

  

【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 747 824 

受取手形及び売掛金 2,732 3,068 

製品 2,080 2,400 

仕掛品 623 534 

原材料及び貯蔵品 569 625 

その他 565 425 

貸倒引当金 △7 △7 

流動資産合計 7,310 7,871 

固定資産   

有形固定資産   

土地 25,898 25,897 

その他（純額） 2,675 2,680 

有形固定資産合計 28,573 28,577 

無形固定資産 107 107 

投資その他の資産   

投資有価証券 226 221 

その他 1,504 1,498 

貸倒引当金 △169 △164 

投資損失引当金 △5 △5 

投資その他の資産合計 1,557 1,550 

固定資産合計 30,237 30,235 

資産合計 37,548 38,107 



（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,051 3,511 

短期借入金 10,036 9,982 

未払法人税等 28 47 

引当金 202 158 

その他 1,117 1,075 

流動負債合計 14,437 14,775 

固定負債   

長期借入金 1,676 1,447 

繰延税金負債 9,231 9,230 

退職給付引当金 1,778 1,792 

役員退職慰労引当金 74 70 

環境対策引当金 63 63 

その他 1,200 1,207 

固定負債合計 14,024 13,810 

負債合計 28,461 28,586 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,305 5,305 

資本剰余金 2,424 2,424 

利益剰余金 2,849 3,339 

自己株式 △3 △3 

株主資本合計 10,574 11,065 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 4 2 

為替換算調整勘定 △1,703 △1,749 

評価・換算差額等合計 △1,698 △1,747 

少数株主持分 210 202 

純資産合計 9,086 9,520 

負債純資産合計 37,548 38,107 



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

売上高 5,964 4,605 

売上原価 4,585 3,507 

売上総利益 1,379 1,097 

販売費及び一般管理費 1,487 1,109 

営業損失（△） △108 △11 

営業外収益   

受取利息 1 1 

受取配当金 5 1 

為替差益 16 － 

受取賃貸料 － 5 

その他 15 7 

営業外収益合計 38 16 

営業外費用   

支払利息 110 88 

その他 52 22 

営業外費用合計 163 111 

経常損失（△） △233 △106 

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 0 

特別利益合計 － 0 

特別損失   

固定資産売却損 2 － 

固定資産廃棄損 8 7 

事業構造改善費用 － 232 

貸倒引当金繰入額 13 2 

たな卸資産処分損 10 － 

その他 8 49 

特別損失合計 44 292 

税金等調整前四半期純損失（△） △277 △399 

法人税、住民税及び事業税 54 7 

法人税等調整額 △181 1 

法人税等合計 △127 8 

少数株主利益 30 △8 

四半期純損失（△） △180 △399 



 該当事項はありません。 

  

 前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

 （注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業の主な製品又は事業 

繊維事業……レーヨン綿、紡績糸、編織物、婦人服 

不動産事業…不動産賃貸等、住宅建築 

電子事業……電子部品 

その他事業…人材派遣等 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業の主な製品又は事業 

繊維事業……レーヨン綿、紡績糸、編織物、婦人服 

不動産事業…不動産賃貸等、住宅建築 

電子事業……電子部品 

その他事業…園芸事業 

３. 従来、その他事業の主な製品又は事業であった人材派遣業につきましては、当第１四半期連結会計期間にお

ける事業譲渡に伴い、主な製品又は事業ではなくなっております。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  繊維事業 
（百万円） 

不動産事業 
（百万円） 

電子事業 
（百万円） 

その他事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社          
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  4,762  345  513  342  5,964  －  5,964

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 6  134  －  1  143 (143)  －

計  4,769  480  513  344  6,107 (143)  5,964

営業利益又は営業損失（△）  △203  207  8  △3  9 (117)  △108

  繊維事業 
（百万円） 

不動産事業 
（百万円） 

電子事業 
（百万円） 

その他事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社          
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  3,919  326  239  119  4,605  －  4,605

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 6  134  －  0  140 (140)  －

計  3,925  461  239  119  4,746 (140)  4,605

営業利益又は営業損失（△）  △90  201  3  △9  104 (116)  △11



 前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

        ２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

       （1） 中   南   米・・・ブラジル 

       （2） その他の地域・・・中国 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

        ２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

       （1） 中   南   米・・・ブラジル 

       （2） その他の地域・・・中国 

    

〔所在地別セグメント情報〕

  日本 
（百万円） 

中南米 
（百万円） 

その他の地域 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高                               

(1）外部顧客に対する売上高  4,984  887  92  5,964  －  5,964

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －  －  －

計  4,984  887  92  5,964  －  5,964

営業利益又は営業損失（△）  △123  149  3  29 (138)  △108

  日本 
（百万円） 

中南米 
（百万円） 

その他の地域 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高                               

(1）外部顧客に対する売上高  4,083  437  85  4,605  －  4,605

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －  －  －

計  4,083  437  85  4,605  －  4,605

営業利益又は営業損失（△）  111  9  4  125 (137)  △11



 前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

(1）中   南   米…ブラジル 

(2）その他の地域…米国、中国 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

(1）中   南   米…ブラジル 

(2）その他の地域…米国、中国 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

 該当事項はありません。 

   

〔海外売上高〕

  中南米 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  887  394  1,281

Ⅱ 連結売上高（百万円）      5,964

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  14.9  6.6  21.5

  中南米 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  437  368  805

Ⅱ 連結売上高（百万円）      4,605

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  9.5  8.0  17.5

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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